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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
石川 靖

「三愛主義」
当社は昭和33年に米屋からスーパーマーケット事業を開始しました。売り手よし、買い手よし、地域よしの社是
「三愛主義」のもと、地域の農産物を中心に販売をしてきました。最近では特色ある地域の農産物を原料に加工品
を製造販売を始めました。特に冷凍田舎寿司とゆず加工品は自店舗だけでなく他社への商品供給をし、海外への輸
出実績もでき始めました。自社店舗を有することで、地域の産品を使った加工品をスピーディーに開発し、テスト
販売を繰り返し、さらにそれらを外商することで、人口減少がすすめ中でも一次産業の振興と同時に事業の成長を
実現したいです。

2033年に年商100億達成するために、冷凍寿司とゆず加工品、精
米工場の生産能力拡大のための設備投資をします
冷凍田舎寿司とゆず加工品は、国内だけでなく、海外への輸出拡
大をめざします。
そのアンテナショップとしてスーパーマーケットの新店舗の開設
と旧店舗のリニューアルを実施します。

・柚子の原材料確保
・国際基準に準じた、加工場の設立
・新店舗の建設
・社員の確保と教育
・アメリカ合衆国、EU、東南アジアへの輸出拡大地元農産物を使ったオリジナル商品

〇本社所在地：高知県香美市

〇事業概要：米穀事業、スーパーマー

ケット、惣菜製造、冷凍寿司製造、地

場野菜の外商および通販

〇常時使用する従業員：150名

（2026年2月時点）

〇現在の売上高：31億円

（ 2026年2月期）

〇法人番号： 3490001006093

〇Web： https://value-tsc.jp/

株式会社土佐山田ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（小売業）

・地区計画申請のための専門家チームを招聘し申請を進める
（2026年6月現在）
・新たに生産部門チームを設立
・商品開発、および製造計画の立案と管理をスムーズに行うため
地域の生産者との連携ネットワークをつくる。
・外商チームを設立し、営業活動をする。
・間接貿易から直接貿易に切り替える。
・店舗運営チームを設立。
・地域の食品事業者と連携して販売計画の立案と実施を管理する。

・2028年に香美市の地区計画を利用して近隣型ショッピングセン
ターの新店を出店する。
・旧店舗に冷凍寿司とゆず加工品、精米工場を移築し、あわせて
物販＋飲食＋観光を融合した新設備に改装する。
・国内外から客誘因・観光客・インバウンドを取り込む。
・ゆずを使った加工品や冷凍田舎寿司の生産拡大と外商拡大。
・地場野菜の県外出荷を強化する
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経営者
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売上高１００億円実現に向けた具体的措置

・2028年中に香美市の地区計画を利用し、近隣型ショッピングセンター（NSC）を新規に出店する
・旧店舗の建屋と敷地を活用し、精米工場とゆず果汁の冷凍庫、惣菜・冷凍田舎寿司の製造工場を整備と、直売所や土産物販売、カフェを併設させ地域観光のゲートウェイに
リニューアルする。
・地域の生産者と連携し、米や野菜を自社店舗や地域の学校、病院、施設などの給食に活用しながら、中四国や関西エリアへの外商を強化する。
・冷凍田舎寿司とゆず加工品は世界戦略商品として国内の大都市圏のみならず、東南アジア、EU、北米に販路拡大を強化する。
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株式会社土佐山田ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（小売業）
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